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の舞踊であった故事によ
り、日本は「日の本は女ならで夜の明けぬ国」と
されてきたが、現在の日本は逆転している。一例
として女性就業比率は世界で低位である。全就業
者の女性比率でこそ日本は45%で欧米諸国と遜
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のない状態であるが、管理職従業者の比率で
はアメリカの41％、スウェーデンの39％、オース
トラリアの38％、イギリスの36％、フランスの35
％などに比較して日本は15％でしかない。
　より広範に男女格差を比較している世界経済フ
ォーラムによる最新の男女格差指数では総合で
153か国中120位、分野ごとでは政治が147位、経済
が117位であり、前年より順位は低下している。比
較するのは失礼かもしれないが、アジアの大半の
国々は日本より上位である。最近の女性差別の舌
禍事件の影響で、日本オリンピック委員会は理事
の人数を増員するとともに女性理事の割合を従来
の20％から40％以上に変更したが、泥縄の印象で
ある。

　しかし女性活躍後進国家とされる日本にも潮流
の変化が発生している。しばらく以前から「●●
女子」という名称で、従来は男性の仕事や趣味と
理解されていた分野に女性が次々と進出してきた

のである。仕事の分野では農業女子、林業女子、
土木女子、左官女子などが登場しているし、趣味
の分野では刀剣女子、古墳女子、銭湯女子、廃

はい

墟
きょ

女子、競馬女子などが有名である。これらは一部
の物好きな女性の活動というだけではなく、社会
に影響をもたらしている。
　一例が林業女子である。日本の林業産出総額は
1980年には1兆2000億円程度で80％以上が木材の
売上げであった。しかし現在では4500億円程度に
縮小し、木材の売上げは50％でしかない。それを
反映し、林業就業者数は同一の期間に14万5000人

42

 女性活躍後進国家・日本

 「●●女子」が
創出する
新規の商売

衰退産業を浮上させる
「●●女子」

15モラルBIZプレミア　第42号

から4万5000人に激減している。その結果、人手不
足のため森林は手入れされず荒廃してきた。とこ
ろが小型の重機で伐採や搬送が可能になったた
め、全国各地で林業女子が山主の依頼によって森
林の管理をしている。
　林業と同様に農業も人手不足であり、1980年に
は700万人であった就業者数は最近では180万人に
まで減少している。そのような状況を反映して都
会の女性たちが農村に移住して農業女子になった
事例があったが、2013年に多数の企業や教育機関
も支援して「農業女子プロジェクト」が設立され
た。1000名近い女性が全国各地で農業をしなが
ら、企業と共同で女性の作業に便利な作業衣類や
農業機械を開発し、個人の趣味を超越した活動に
なっている。
　趣味の分野では刀剣女子が注目されている。契
機となったのは2015年に発売された「刀剣乱舞」
というコンピュータゲームで、短刀、太

た

刀
ち

、薙
なぎ

刀
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などを擬人にして合戦する内容で、同名の舞台演
劇や実写映画になり、女性を魅了して刀剣女子が
誕生した。それ以後、東京国立博物館で国宝の太
刀などが展示されれば女性が殺到し、神社などの
秘蔵の名刀が展示されても同様である。これまで

一部の熱心な人々の趣味が一気に社会現象になっ
たのである。

　女性が熱狂するだけで商売になるのか疑問とさ
れるかもしれないが、土木女子や農業女子が増加
してきたことに素早く反応した作業衣類の大手
「ワークマン」は、女性を対象にした色鮮やかな作
業衣類を「＃ワークマン女子」として販売したと
ころ人気となり、日常の衣服としても購入される
ようになって、一気に販路を拡大することに成功
している。スポーツ用品の大手「モンベル」も農
業女子プロジェクトに協賛して、従来のスポーツ
用衣料品から新規の市場を開拓している。
　J・ホイジンガ『遊戯する人間』（1938年）やR・カ
イヨワ『遊戯と人間』（1958年）が喝破したように、
人間の特徴は遊戯にある。その見解からすれば、
「●●女子」は大半の人間の視点からは仕事とし
て理解してきた行為を遊戯という対極から理解し
ていることになる。
　現代の大半の商売は勤勉を背景にしており、遊
戯の視点が欠如している。それが現在の産業や仕
事の停滞の一因でもある。「●●女子」の軽快な視
点から社会を観察すれば新規の商売の機会を発見
できるはずである。
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